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室
町
末
期
成
立
の
『
連
集
良
材
』
は
、
百
十
数
例
の
連
歌
詠
作
の
素
材
と
な
る
故

事
や
典
拠
を
収
め
て
い
る
。
故
事
ご
と
に
連
歌
や
和
歌
の
作
例
が
付
さ
れ
、
宗
砌
・

宗
祇
・
専
順
・
兼
載
・
宗
伊
・
行
助
ら
の
句
が
多
く
引
か
れ
る
。

『
国
書
総
目
録
』に
よ
れ
ば
、現
存
テ
キ
ス
ト
の
ほ
と
ん
ど
は
寛
永
八
年（
一
六
三
一
）

刊
の
も
の
で
あ
る
。
近
世
の
板
本
出
版
目
録
に
は
長
期
に
わ
た
り
出
版
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
記
さ
れ
る
。『
連
集
良
材
』
が
近
世
に
入
り
、広
範
囲
に
需
要
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
窺
え
る
。
先
行
研
究
は
主
に
島
津
忠
夫
氏
に
よ
る
解
説
や
、
乾
安
代
氏
の
「
覚

書
」
お
よ
び
中
本
大
氏
の
論
考
が
数
え
ら
れ
る①
。

『
連
集
良
材
』
の
所
引
は
、
主
と
し
て
漢
籍
仏
典
に
由
来
す
る
が
、
中
に
は
特
異
な

説
も
見
ら
れ
る
。
本
稿
が
取
り
上
げ
る
「
上
日
」
の
項
目
は
そ
れ
に
あ
た
る
。
本
文

は
次
の
通
り
、
底
本
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
「
寛
永
八
年
刊
本
」
に
よ
る②
、
ま
た

こ
の
項
目
に
作
例
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　

上
日

三
月
上
ノ
巳ミ

ノ

日
。
川
ノ
上
ニサ

カ
ツ
キ

盃
ヲ
浮ウ

カ
ヘテ

。
詩シ

ヲ
作ツ

ク
リテ

遊ア
ソ

フ
。
曲
水
ノ
宴ヱ

ン

ト
云
是

也
内
典デ

ン

舎
衛
国
恒ゴ

ウ
カ
ノ河

邊
ニ
シ
テハ

ジ
ム始

レ
之
ヲ
。
其ノ後
周シ

ウ
ギ魏

ノ
世
ニ
此
事
ア
リ
ト
云
日

本
ニ
モ
巳ミ

ノ
日
ノハ

ラ
ヘ祓ト

云
是
也
始
ハ
上
ノ
巳
日
ヲ
用
。
今
ハ
三
月
三
日
也
光ル源

氏
須ス

マ磨
ニ
テ
巳
ノ
日
ノハ

ラ
ヘ祓ヲ

セ
シ
事
ア
リ

「
上
日
」
と
あ
る
の
は
、
則
ち
「
五
節
句
」
の
一
つ
と
し
て
数
え
ら
れ
る
「
上
巳

節
」
の
こ
と
で
あ
り
、
旧
暦
三
月
「
上
」
の
「
巳
」
の
日
の
こ
と
で
あ
る
。

次
い
で
、「
内
典
舎
衛
国
恒
河
邊
ニ
シ
テ
始
之
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
に
注
目
さ
れ
た

い
。「
内
典
」
は
則
ち
、
仏
典
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
、「
外
典
」
は
「
内
典
」
に
属

さ
な
い
書
物
の
こ
と
で
あ
る
。「
舎
衛
国
」
は
「
舎
衛
城
」
と
も
よ
ば
れ
る
、古
代
イ

ン
ド
の
地
名
、
釈
迦
在
世
の
頃
、
釈
尊
に
祇
園
精
舎
を
献
じ
た
須
達
と
い
う
人
は
こ

の
国
の
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
恒
河
」
は
「
ガ
ン
ジ
ス
川
」
の
こ
と
を
指
す③
。

更
に
、
本
文
は
「
其ノ後
周シ

ウ
ギ魏

ノ
世
ニ
此
事
ア
リ
ト
云
日
本
ニ
モ
巳ミ

ノ
日
ノハ

ラ
ヘ祓ト

云

是
也
始
ハ
上
ノ
巳
日
ヲ
用
」
と
記
さ
れ
、
最
後
に
『
源
氏
物
語
』
須
磨
の
巻
が
引
か

れ
る
。

こ
れ
ま
で
に
、「
上
日
」
項
目
に
関
す
る
先
行
研
究
は
ま
だ
見
ら
れ
な
い
。
本
稿
は

「
上
日
」
の
記
述
に
注
目
し
、「
内
典
云
々
」
と
あ
る
の
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
定
着

し
た
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
方
法
と
し
て
は
、
儀
礼

と
文
学
の
二
つ
の
面
か
ら
考
察
す
る
。
ま
ず
、
儀
礼
と
し
て
の
「
上
巳
節
」
に
つ
い

て
、日
本
に
お
け
る
「
上
巳
節
」
の
受
容
に
つ
い
て
先
行
研
究
を
参
考
し
整
理
す
る
。

次
に
、
文
学
の
面
か
ら
「
上
巳
節
」
を
考
究
し
、
漢
文
と
和
文
と
の
二
つ
の
面
か
ら

考
察
を
進
め
る
。
漢
文
の
面
で
は
中
国
渡
来
の
典
籍
類
を
始
め
、
日
本
で
編
纂
さ
れ

た
漢
詩
集
等
を
対
象
と
す
る
。
和
文
の
方
は
、
物
語
・
和
歌
・
歌
学
書
を
中
心
と
す

る
。

『
連
集
良
材
』
所
収
「
上
日
」
の
記
述
を
め
ぐ
っ
て

―
「
内
典
」
に
注
目
し
て

―

李　
　
　

増　

先
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一

天
平
勝
宝
九
年
（
七
五
七
）
に
施
行
さ
れ
た
『
養
老
律
令
』「
雑
令
」
第
四
〇
条
に

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

凡
正
月
一
日
。
七
日
。
十
六
日
。
三
月
三
日
。
五
月
五
日
。
七
月
七
日
。
十
一

月
大
嘗
日
。
皆
為
節
日
。（
傍
線
部
筆
者
）④

「
三
月
三
日
」が
節
日
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
日
に
公
宴
を
開
く
こ
と

が
通
常
で
あ
り
、
遊
宴
行
事
が
「
曲
水
宴
」
で
あ
る
。
大
陸
の
「
上
巳
節
」
は
本
来

上
の
巳
の
日
に
行
わ
れ
て
い
た
。
の
ち
に
、
奇
数
の
重
な
る
三
月
三
日
が
好
ま
れ
、

巳
の
日
を
用
い
な
く
な
っ
た
。
曲
水
の
宴
席
で
は
詩
歌
を
詠
む
の
が
恒
例
で
あ
る
た

め
、
現
在
で
も
数
多
く
の
作
品
が
残
さ
れ
る
。
曲
水
宴
に
関
す
る
先
行
研
究
は
歴
史

的
な
研
究
に
限
ら
ず
、
多
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
っ
て
見
ら
れ
る
。
儀
礼
の
面
か
ら
は
倉

林
正
次
氏
の
『
饗
宴
の
研
究
：
文
学
編
』（
桜
楓
社
）
が
最
も
詳
し
い
。
ま
た
、
古
く

は
尚
秉
和
著
『
支
那
歴
代
風
俗
事
物
考
』（
大
雅
堂
）
が
あ
り
、
日
本
で
は
小
中
村
清

矩
の
『
陽
春
廬
雑
考
』（
吉
川
半
七
）
が
あ
る
。
論
文
は
吉
川
美
春
氏
の
研
究
が
知
ら

れ
る⑤
。
文
学
の
面
で
は
鈴
木
利
一
氏
や
森
本
文
子⑥
氏
等
の
論
考
が
あ
る
。
宴
席
は
御

溝
水
・
遣
り
水
等
を
備
え
た
場
所
で
行
わ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
り
、
建
築
史
や
造
園

研
究
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
見
ら
れ
る⑦
。

曲
水
宴
が
中
国
大
陸
渡
来
の
儀
礼
で
あ
る
事
は
疑
う
余
地
も
な
い
。
そ
の
由
来
を

語
る
際
、主
に
歳
時
記
の
類
が
用
い
ら
れ
る
。「
曲
水
宴
」
の
起
源
に
つ
い
て
は
諸
説

が
あ
る
。
主
と
し
て
二
種
類
の
説
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
梁
の
宗
懍
著
『
荊
楚

歳
時
記
』
に
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

續
齊
諧
記
、
晉
武
帝
問
尚
書
摯
虞
曰
、
三
日
曲
水
其
義
何
指
。
答
曰
、
漢
章
帝

時
平
原
徐
肇
、
以
三
月
初
生
三
女
、
至
三
日
俱
亡
、
一
村
以
為
怪
、
乃
相
與

酒
、
至
東
流
水
邉
洗
滌
、
去
災
、
遂
因
流
水
以
泛
觴
曲
水
之
義
、
起
於
此
也
。

帝
曰
、
若
如
所
談
、
便
非
嘉
事
。
尚
書
郎
束
晢
曰
、
摯
虞
小
生
、
不
足
以
知
此
。

臣
請
説
其
始
。
昔
周
公
卜
城
洛
邑
、
因
流
水
以
泛
酒
、
故
逸
詩
云
羽
觴
隨
波
流
。

又
秦
昭
王
三
月
上
巳
、
置
酒
河
曲
、
有
金
人
自
東
而
出
、
奉
水
心
劒
曰
、
令
君

制
有
西
夏
、
及
秦
霸
諸
侯
、
乃
因
其
處
、
立
為
曲
水
、
二
漢
相
沿
皆
為
盛
事
。

帝
曰
、
善
。
賜
金
五
十
斤
。
左
遷
摯
虞
為
陽
城
令
。（
句
読
点
筆
者
）⑧

晋
の
武
帝
（
司
馬
炎
）
が
曲
水
宴
の
起
源
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
摯
虞
（
字
仲
治
）
の

言
う
に
は
、
漢
の
章
帝
（

）
の
時
、
徐
肇
と
い
う
人
が
三
月
の
は
じ
め
に
、
三
人

の
女
の
子
を
授
か
っ
た
。三
日
も
経
た
な
い
う
ち
に
三
人
と
も
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

そ
れ
を
怪
し
ん
で
い
た
村
人
達
が
水
辺
で
禊
を
し
た
と
こ
ろ
に
由
来
す
る
と
答
え

た
。
内
容
が
不
吉
な
た
め
、
帝
の
機
嫌
を
損
ね
て
し
ま
い
、
左
遷
さ
れ
た
。
一
方
、

束
皙
（
字
広
微
）
の
い
う
に
は
、
昔
周
公
（
周
公
旦
）
が
水
辺
で
宴
席
を
開
い
た
と
こ

ろ
に
由
来
し
、
ま
た
、
秦
昭
王
（

稷
）
が
水
辺
で
宴
席
を
儲
け
た
と
こ
ろ
、
東
よ
り

「
金
人
」
が
現
れ
、「
水
心
剣
」
と
い
う
伝
説
の
剣
を
献
じ
た
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
帝

が
大
い
に
喜
び
、
金
五
〇
斤
を
賜
っ
た
と
記
さ
れ
る
。

右
二
つ
の
逸
話
は
『
荊
楚
歳
時
記
』
以
外
に
『
玉
燭
宝
典
』
に
も
収
め
ら
れ
る
。

ま
た
、『
芸
文
類
聚
』
や
『
太
平
御
覧
』・『
冊
府
元
亀
』
等
多
く
の
類
書
に
も
所
収
さ

れ
る
。
本
文
は
多
少
異
同
が
あ
る
も
の
の
、
内
容
に
大
差
は
な
い
。

日
本
に
お
い
て
は
、
奈
良
時
代
以
降
、
三
月
三
日
に
曲
水
宴
が
開
か
れ
る
こ
と
が

多
く
見
ら
れ
る
。
平
城
天
皇
の
代
で
一
時
的
に
廃
止
さ
れ
る
が
、
嵯
峨
朝
で
は
再
開

さ
れ
、
摂
関
期
に
は
臣
下
邸
で
開
催
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
私
宴
と
し
て
定

着
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

曲
水
宴
が
導
入
さ
れ
た
当
初
の
日
本
に
お
い
て
、
こ
の
行
事
は
節
日
の
禊
祓
儀
礼

に
由
来
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
に
遣
隋
・
遣
唐
使
、

お
よ
び
学
僧
・
渡
来
氏
族
等
の
多
方
面
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
知
識
に
よ
っ
て
整
備
さ

れ
、
禊
祓
儀
礼
と
し
て
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
以
降
そ
の
起
源
を
訪
ね
る
際
は

故
実
書
や
類
書
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
中
で
、「
内
典
」
を
引
く
『
連
集
良

材
』「
上
日
」
部
分
記
述
が
「
天
竺
」
に
「
曲
水
宴
」
の
起
源
を
求
め
る
と
こ
ろ
か
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ら
、
そ
の
特
異
さ
は
再
確
認
で
き
よ
う
。

二

日
本
現
存
最
古
の
漢
詩
集
『
懐
風
藻
』
に
は
曲
水
宴
歌
が
三
首
収
め
ら
れ
る
。

正
五
位
下
大
學
頭
調
忌
寸
老
人
。
一
首
。

五
言
。
三
月
三
日
。
應
詔
。
一
首
。

玄
覽
動
春
節
。
宸
駕
出
離
宮
。
勝
境
既
寂
絶
。
雅
趣
亦
無
窮
。
折
花
梅
苑
側
。

酌
醴
碧
瀾
中
。
神
仙
非
存
意
。
廣
濟
是
攸
同
。
鼓
腹
太
平
日
。
共
詠
太
平
風⑨
。

大
學
頭
從
五
位
下
山
田
史
三
方
。
三
首
。

五
言
。
三
月
三
日
曲
水
宴
。
一
首
。

錦
巖
飛
瀑
激
。
春
岫
曄
桃
開
。
不
憚
流
水
急
。
唯
恨
盞
遲
來⑩
。

從
五
位
下
大
學
助
背
奈
王
行
文
。
二
首
。
年
六
十
二
。

五
言
。
上
巳
禊
飮
。
應
詔
。
一
首
。

皇
慈
被
萬
國
。
帝
道
沾
群
生
。
竹
葉
禊
庭
滿
。
桃
花
曲
浦
輕
。

雲
浮
天
裏
麗
。
樹
茂
苑
中
榮
。
自
顧
試
庸
短
。
何
能
繼
叡
情⑪
。

「
応
詔
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
上
代
曲
水
宴
は
公
宴
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
漢
学
者
と
し
て
名
の
高
い
菅
原
道
真
の
私
家
集
で
あ
る
『
菅
家
文
草
』
に
は

三
月
三
日
に
侍
宴
し
た
際
の
漢
詩
が
残
さ
れ
る
。
中
で
最
も
知
ら
れ
る
の
は
「
三
月

三
日
、
同
賦
花
時
天
似
醉
」
の
詩
序
で
あ
ろ
う
。
左
に
記
す
。

春
之
暮
月
、
月
之
三
朝
。
天
醉
于
花
、
桃
李
盛
也
。
我
君
一
日
之
澤
、
万
機
之

餘
、
曲
水
雖
遙
、
遺
塵
雖
絶
、
書
巴
字
而
知
地
勢
、
思
魏
文
以
翫
風
流
。
蓋
志

之
所
之
、
謹
上
小
序
云
尓⑫
。

道
真
の
応
制
詩
序
は
『
菅
家
文
草
』
以
外
に
、『
本
朝
文
粋
』・『
和
漢
朗
詠
集
』
に
も

収
め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
言
及
す
べ
き
な
の
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
で
あ
る
。

藤
原
公
任
の
撰
に
か
か
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
は
、
漢
詩
を
五
八
八
首
・
和
歌
を

二
一
六
首
収
め
る
。
後
世
の
文
学
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
改
め
て

言
う
ま
で
も
な
い
。「
朗
詠
集
」
に
伴
う
膨
大
な
注
釈
書
群
に
も
、こ
の
道
真
の
詩
序

に
対
し
、
多
く
の
注
釈
を
施
し
て
い
る
。
特
に
、『
朗
詠
江
注⑬
』
内
「
正
安
本
」
の
裏

書
は
『
荊
楚
歳
時
記
』
の
曲
水
説
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。
ま
た
、

他
の
幾
つ
か
の
注
釈
書
を
確
認
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
説
を
継
承
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

『
荊
楚
歳
時
記
』
所
載
説
以
外
に
、「
蘭
亭
会
」
も
曲
水
の
故
事
と
し
て
よ
く
知
ら

れ
る
。
晉
穆
帝
の
永
和
九
年
（
三
五
三
）
三
月
三
日
に
、
王
羲
之
、
謝
安
ら
の
名
士
が

蘭
亭
に
集
い
、
禊
飲
し
た
会
で
あ
る
。
そ
の
後
、
王
羲
之
が
宴
席
で
詠
ま
れ
た
詩
歌

に
序
文
を
賦
し
た
も
の
が
、
所
謂
「
蘭
亭
序
」
で
あ
る
。
こ
の
風
雅
な
集
い
も
曲
水

故
事
と
し
て
詩
歌
詠
作
の
際
に
よ
く
引
か
れ
る
。
旧
暦
三
月
は
桃
花
の
時
節
で
も

あ
っ
た
、
更
に
日
本
に
お
い
て
は
道
真
の
「
賦
花
時
天
似
醉
並
序
」
も
あ
り
、
曲
水

に
桃
花
の
イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ
せ
た
。
そ
の
た
め
、
桃
花
に
因
ん
だ
詩
歌
が
詠
ま
れ

る
こ
と
も
多
い
。
作
例
は
『
和
漢
兼
作
集
』
や
『
新
撰
朗
詠
集
』
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
五
山
僧
の
遺
作
の
中
で
も
、
桃
花
に
因
む
作
例
を
数
多
く
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
漢
文
の
場
合
『
連
集
良
材
』
で
示
す
「
天
竺
」
に
起
源
を
求

め
る
よ
う
な
認
識
は
原
典
か
ら
も
作
例
か
ら
も
確
認
で
き
な
い
。

三

和
文
の
方
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。「
上
巳
」
に
言
及
す
る
仮
名
文
学
と
い
え
ば
、ま
ず

思
い
浮
か
ぶ
の
は
『
宇
津
保
物
語
』
吹
上
の
上
で
あ
る
。

種
松
、
三
月
三
日
の
節
供
な
ん
ど
、
か
ば
か
り
仕
う
ま
つ
れ
り
。
あ
る
じ
の
君
、

客
人
三
と
こ
ろ
の
御
前
に
、
白
銀
の
折
敷
、
金
の
台
据
ゑ
て
、
花
文
綾
に
薄
物
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重
ね
て⑭
、

更
に
、
同
じ
く
吹
上
の
上
に
、

か
く
て
、
三
月
十
二
日
に
、
初
め
の
巳
の
日
出
で
来
た
り
。
君
だ
ち
、
御
祓
へ

し
に
、
渚
の
院
に
出
で
た
ま
ひ
て
、（
中
略
）
そ
の
日
の
折
敷
、
白
銀
の
折
敷

二
十
、
打
敷
、
唐
の
薄
物
、
綾
鎌
の
重
ね
し
た
り⑮
。

と
記
さ
れ
る
。
ま
た
、「
菊
の
宴
」
に
も
、

か
く
て
、
弥
生
の
十
余
日
ば
か
り
に
、
初
め
の
巳
の
日
出
で
来
た
れ
ば
、
大
将

殿
に
は
、
上
巳
の
祓
へ
し
に
難
波
へ
、
方
々
、
男
君
た
ち
も
、
残
り
少
な
く
お

は
し
ま
す⑯
。

と
、上
巳
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
右
三
カ
所
い
ず
れ
も
宴
の
様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、

宴
席
は
祝
賀
と
音
楽
で
賑
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

『
源
氏
物
語
』
須
磨
の
巻
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

弥
生
の
朔
日
に
出
で
來
た
る
巳
の
日
、「
今
日
な
む
、
か
く
思
す
こ
と
あ
る
人

は
、
御
禊
し
た
ま
ふ
べ
き
」
と
、
な
ま
さ
か
し
き
人
の
聞
こ
ゆ
れ
ば
、
海
づ
ら

も
ゆ
か
し
う
て
出
で
た
ま
ふ⑰
。

禊
が
済
ん
だ
後
、
人
形
を
船
に
乗
せ
、
流
さ
れ
る
人
形
を
眺
め
、
源
氏
は
「
し
ら
ざ

り
し
大
海
の
は
ら
に
流
れ
き
て
ひ
と
か
た
に
や
は
物
は
悲
し
き
」
の
歌
を
詠
む
。
当

日
の
天
気
は
よ
く
晴
れ
て
お
り
、
海
面
も
穏
や
か
で
あ
っ
た
。
次
い
で
、「
八
百
よ
ろ

づ
神
も
あ
は
れ
と
思
ふ
ら
む
を
か
せ
る
罪
の
そ
れ
と
な
け
れ
ば
」
の
歌
を
詠
み
、
す

る
と
立
ち
所
に
、穏
や
か
な
海
面
が
雷
と
共
に
風
が
吹
き
荒
れ
、目
の
前
で
嵐
と
な
っ

た
。源

氏
の
古
注
釈
で
あ
る
『
河
海
抄
』
は
、『
世
風
記
』・『
續
齊
諧
記
』・『
文
選
』・

『
風
俗
通
』・『
韓
詩
』・『
晋
書
』
等
を
引
き
、
注
し
て
い
る
。
所
引
書
目
箇
所
の
い
ず

れ
も
上
巳
の
祓
に
つ
い
て
叙
述
し
て
お
り
、
光
源
氏
の
須
磨
の
巻
末
で
の
所
作
に
つ

い
て
解
説
を
加
え
て
い
る
。「
内
典
云
々
」
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。

四

仮
名
文
字
に
よ
る
文
学
作
品
の
も
う
一
つ
は
、「
和
歌
」
で
あ
る
。
日
本
最
古
の
和

歌
集
で
あ
る
『
万
葉
集
』
に
四
首
の
漢
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
、
そ
の
中
の
一
首
、

大
友
家
持
の
「
七
言
晩
春
三
日
遊
覧
一
首
并
序
」
が
詠
ま
れ
た
の
は
天
平
十
九
年

（
七
四
七
）
三
月
三
日
で
あ
っ
た
。
詩
歌
を
左
に
記
す
。

　
　

  

上
巳
名
辰
暮
春
麗
景
、
桃
花
昭
瞼
以
分
紅
柳
色
含
苔
而
兢
緑
、
于
時
也
携

手
曠
望
江
河
之
畔
訪
酒
迥
過
野
客
之
家
、
既
而
也
琴
樽
得
性
蘭
契
和
光
、

嗟
乎
今
日
所
恨
徳
星
已
少
歟
、
若
不
扣
寂
含
章
何
以
攄
逍
遥
之
趣
、
忽
課

短
筆
聊
勒
四
韻
云
尓

余
春
媚
日
宜
怜
賞
。
上
巳
風
光
足
覧
遊
。
柳
陌
臨
江
縟

服
。
桃
源
通
海
泛
仙

舟
。

雲
罍
酌
桂
三
清
湛
。
羽
爵
催
人
九
曲
流
。
縦
酔
陶
心
忘
彼
我
。
酩
酊
無
処
不
淹

留
。（
傍
線
部
筆
者
）⑱

上
巳
に
桃
花
と
酒
杯
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
天
平
勝
宝
二
年

（
七
五
〇
）
三
月
三
日
の
「
三
日
守
大
伴
宿
祢
家
持
之
舘
宴
歌
三
首
」
に
、
次
の
一
首

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

4153
漢か

ら
ひ
と
も

人
毛　

筏い
か
だ
う
か
べ
て

浮
而　

遊
あ
そ
ぶ
と
い
ふ

云　

今け

ふ

ぞ

わ

が

せ

こ

日
曽
和
我
勢
故　

花は
な
か
づ
ら
せ
な

縵
世
奈
⑲

若
干
曲
水
宴
の
イ
メ
ー
ジ
と
か
け
離
れ
た
歌
で
あ
る
。
平
安
末
期
の
成
立
と
見
ら

れ
る
藤
原
範
兼
の
『
和
歌
童
蒙
抄⑳
』
に
、
こ
の
歌
に
つ
い
て
、

舎
衛
園
の
兢
伽
河
ニ
三
月
三
日
ソ
ノ
水
ヲ
河
ノ
ホ
ト
リ
ニ
シ
テ
逍
遥
ス
レ
バ
諸

罪
を
滅
ス
ト
イ
ヘ
リ
。
見
内
典
。

と
注
し
た
後
に
、
次
の
よ
う
に
続
く
。

曲
水
に
そ
ひ
て
さ
か
づ
き
を
な
が
す
と
い
ふ
に
、
此
歌
は
舟
に
の
り
て
あ
そ
び

ぬ
と
よ
め
り
。

「
三
月
三
日
ソ
ノ
水
ヲ
河
ノ
ホ
ト
リ
ニ
シ
テ
逍
遥
ス
レ
バ
諸
罪
を
滅
ス
ト
イ
ヘ
リ
」と
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明
確
に
書
か
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
『
連
集
良
材
』
で
示
さ
れ
る
よ
う
な
認
識
は
こ

こ
か
ら
摂
取
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

唐
代
の
僧
、
慧
琳
（
七
三
七
〜
八
二
〇
）
著
『
一
切
経
音
義
』
に
、
一
切
経
の
う
ち
、

経
律
論
疏
等
に
見
ら
れ
る
梵
語
を
、
漢
字
漢
語
の
訳
ま
た
は
字
義
を
施
し
て
あ
る
。

そ
の
巻
一
に
、
阿あ

の
く
だ
つ
り
ゅ
う
お
う

耨
達
龍
王
が
住
む
と
さ
れ
る
池
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
説
明
が

さ
れ
て
い
る
。

阿
耨
達

奴
祿
反
正
梵
音
云
阿
那
婆
達
多
。
唐
云
無
熱
惱
池
。（
中
略
）
於
池
四
面
出
四
大

河
。（
中
略
）
南
面
者
名
兢
伽
河
。
古
名
恒
河
。（
傍
線
部
筆
者
）㉑

阿
耨
達
池
の
四
面
か
ら
河
が
流
れ
る
が
、
南
か
ら
流
れ
る
河
は
「
兢
伽
河
」
で
あ

り
、
ま
た
「
古
名
恒
河
」
と
追
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
兢
伽
河
」
は
「
恒
河
」

の
こ
と
で
あ
り
、
則
ち
、
今
の
ガ
ン
ジ
ス
河
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
事
が
わ
か
る
。

『
和
歌
童
蒙
抄
』
よ
り
少
し
時
代
が
下
り
、歌
僧
顕
昭
の
手
に
よ
る
鎌
倉
前
期
成
立

の
『
袖
中
抄
』
第
三
に
、次
の
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。『
万
葉
集
』
所
収
大
伴
家

持
四
一
五
三
番
歌
の
あ
と
に
、
顕
昭
の
注
が
施
さ
れ
る
。

顕
昭
云
三
月
三
日
ハ
曲
水
宴
ト
テ
サ
カ
ヅ
キ
ヲ
カ
ワ
ミ
ヅ
ニ
ナ
ガ
ス
コ
ト
コ
ソ

ア
レ
船
ニ
ノ
リ
テ
ア
ソ
ブ
コ
ト
ハ
キ
コ
エ
ズ
卜
人
々
オ
ボ
メ
ク
ニ
其
証
ド
モ
ア

リ　

ハ
ナ
カ
ツ
ラ
セ
ナ
ト
ハ
セ
ヨ
ト
イ
フ
コ
ヽ
ロ
ナ
リ㉒

右
に
続
き
、『
白
氏
文
集
』
巻
三
十
の
曲
水
宴
詩
を
引
き
、『
万
葉
集
』
家
持
曲
水
宴

詩
を
引
用
す
る
。
更
に
『
宋
書
』
所
引
『
荊
楚
歳
時
記
』
の
曲
水
起
源
説
が
引
か
れ
、

最
後
に
次
の
よ
う
に
続
く
。

曲
水
ニ
ソ
ヒ
テ
サ
カ
ヅ
キ
ヲ
ナ
ガ
ス
ト
イ
フ
ニ　

此
哥
ハ
舟
ニ
ノ
リ
テ
ア
ソ
ビ

ス
ト
ヨ
メ
リ　

又
云
舎
衛
国
ノ
兢
伽
河
ニ
三
月
三
日
其
水
ヲ
ア
ミ　

河
ノ
ホ
ト

リ
ニ
シ
テ
逍
遥
ス
レ
バ
諸
罪
ヲ
滅
ス
ト
イ
ヘ
リ
見
内
典
云
　々

今
云
事
不
叶
今

哥
欤㉓

家
持
の
四
一
五
三
番
歌
は
天
平
十
九
年
三
月
三
日
の
作
で
あ
る
た
め
、
当
然
曲
水

宴
歌
だ
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
そ
れ
を
如
何
に
読
ん
で
も
曲
水
宴
ま
た
は
上
巳
の
イ

メ
ー
ジ
が
想
起
さ
れ
な
い
。

『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
二
の
一
五
一
番
歌
は
、『
万
葉
集
』
四
一
五
三
番
歌
を
原
歌

と
す
る
。
題
は
「
曲
水
宴
を
よ
め
る
」
と
し
て
お
り
、
家
持
作
歌
本
来
の
意
図
は
ど

う
で
あ
れ
、
後
世
の
人
々
は
そ
れ
を
「
曲
水
宴
歌
」
と
認
識
し
て
い
た
事
が
明
ら
か

で
あ
る
。
そ
し
て
、「
新
古
今
集
」
に
伴
う
注
釈
書
群
の
い
ず
れ
も
、
詠
歌
の
不
自
然

さ
を
指
摘
し
て
い
な
い
。

『
連
集
良
材
』
が
『
和
歌
童
蒙
抄
』
や
『
袖
中
抄
』
に
よ
る
こ
と
は
こ
れ
で
明
ら
か

に
な
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、『
和
歌
童
蒙
抄
』
や
『
袖
中
抄
』
に
は
気
に
な
る
記
述

が
ま
だ
残
さ
れ
る
。
前
述
通
り
に
、
和
漢
と
も
曲
水
宴
を
語
る
際
に
は
、「
天
竺
」
に

起
源
を
求
め
る
よ
う
な
傾
向
は
見
ら
れ
ず
、「
三
国
相
伝
」
の
認
識
は
全
く
見
受
け
ら

れ
な
い
。

五

確
か
に
、「
見
内
典
云
々
」
の
一
文
と
「
舎
衛
国
」
や
「
兢
伽
河
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド

は
如
何
に
も
そ
の
根
拠
に
当
た
る
よ
う
な
も
の
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
一

言
で
「
内
典
」
と
言
っ
て
も
、
多
数
の
経
典
が
現
存
し
て
い
る
。
更
に
「
疏
」「
義
」

等
の
注
釈
書
の
類
を
入
れ
る
と
膨
大
な
数
の
「
内
典
」
が
存
す
る
。
幸
い
に
『
袖
中

抄
』
に
関
す
る
先
行
研
究
は
既
に
橋
本
不
美
男
氏
と
後
藤
祥
子
氏
の
著
書
が
あ
る
。

『
袖
中
抄
の
校
本
と
研
究
』（
笠
間
書
院
）
が
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、玄
奘
の
『
大
唐
西

域
記
』
と
の
関
係
を
指
摘
し
て
お
り
、
参
照
さ
れ
た
い
。

『
大
唐
西
域
記
』
巻
二
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

於
是
親
故
知
友
、
奏
樂
餞
會
、
泛
舟
鼓
棹
、
濟
殑
伽
河
、
中
流
自
溺
、
謂
得
生

天
。（
傍
線
部
筆
者
）㉔

遺
体
を
殑
伽
河
（
ガ
ン
ジ
ス
川
、「
殑
」
と
「
兢
」
は
同
音
）
に
沈
め
、そ
れ
を
以
て
、死
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者
は
昇
天
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
巻
五
に
は
、

殑
伽
河
東
岸
有
摩
裕
羅
城
、
周
二
十
餘
里
。（
中
略
）
其
中
有
池
、
編
石
為
岸
、
引

殑
伽
水
為
補
，
五
印
度
人
謂
之
殑
伽
河
門
，
生
福
滅
罪
之
所
。（
傍
線
部
筆
者
）㉕

ガ
ン
ジ
ス
河
東
岸
の
「
摩
裕
羅
城
」
に
は
「
殑
伽
河
」
の
水
を
引
く
池
が
あ
り
、
そ

の
池
の
水
を
浴
び
る
と
、「
生
福
滅
罪
」
の
効
果
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。『
連

集
良
材
』
に
近
い
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
右
記
の
二
カ
所
い
ず

れ
も
「
三
月
三
日
」
等
「
上
巳
」
と
直
結
す
る
よ
う
な
表
現
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。

南
朝
梁
天
监
十
五
年
（
五
一
六
）、
僧
宝
唱
の
撰
し
た
五
十
巻
の
『
経
律
異
相
』
と

い
う
書
物
が
あ
る
。
広
く
成
書
当
時
の
民
間
伝
承
・
説
話
等
を
集
め
、
仏
法
の
素
晴

ら
し
さ
を
説
く
書
物
で
あ
る
。
こ
の
書
物
が
中
国
本
土
に
お
い
て
、
後
世
の
説
話
伝

承
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
既
に
論
じ
ら
れ
て
き
た㉖
。
日
本
に
お
い
て
は

説
話
研
究
に
用
い
ら
れ
る
以
外
、国
語
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

そ
の
受
容
の
多
様
性
か
ら
は
『
経
律
異
相
』
に
焦
点
を
当
て
た
総
合
的
研
究
も
さ
れ

て
き
た
。
そ
の
巻
第
四
十
一
に
「
羅
門
兒
婦
信
向
見
其
後
報
十
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

所
収
さ
れ
る
。

昔
者
舍
衛
城
東
。
有
一
婆
羅
門
大
富
。
其
子
娶
妻
。
得
事
佛
家
女
。
奉
五
戒
持

六
齋
。
常
好
布
施
沙
門
道
士
。
勸
夫
修
施
。
夫
即
開
解
。
白
其
父
母
。
父
母
大

恚
。
謂
破
吾
門
戸
。（
中
略
）
夫
婦
共
誓
言
。
假
令
布
施
無
福
自
己
。
又
假
令
有

福
者
。
當
使
天
下
人
皆
共
見
之
。
時
國
俗
三
月
三
日
。
舉
國
人
民
皆
至
水
上
作

樂
歌
戲
。（
中
略
）俄
而
後
有
四
柱
寶
殿
。
有
一
天
人
有
一
玉
女
共
坐
其
中
。（
中

略
）
須
臾
復
有
二
薜
茘
鬼
。
身
長
三
丈
。
黑
瘦
醜
陋
飢
渇
苦
痛
。（
中
略
）
大
殿

二
人
是
我
兒
我
兒
婦
。
二
鬼
是
婆
羅
門
夫
婦
。
前
世
愚
癡
不
信
正
法
。
今
當
厄

禍
可
復
奈
何
。（
傍
線
部
筆
者
）㉗

昔
、
舎
衛
城
の
東
に
バ
ラ
モ
ン
の
金
持
ち
の
夫
婦
が
い
た
。
そ
の
息
子
が
仏
教
に

入
信
し
た
女
を
娶
り
、
妻
に
説
得
さ
れ
、
佛
に
帰
依
し
た
。
そ
れ
か
ら
よ
く
布
施
を

行
っ
て
い
た
。
こ
の
事
が
バ
ラ
モ
ン
夫
婦
の
耳
に
入
り
、
夫
婦
が
大
い
に
怒
っ
た
。

す
る
と
、
息
子
夫
婦
は
家
出
を
す
る
ま
で
、
布
施
を
怠
っ
た
こ
と
が
な
い
。
夫
婦
ふ

た
り
は
「
も
し
布
施
で
徳
を
積
む
こ
と
が
で
き
る
の
な
ら
ば
、
天
下
に
知
ら
し
め
る

が
良
い
」
と
誓
い
を
立
て
た
。
こ
こ
で
話
題
が
一
転
し
、
時
は
三
月
三
日
に
、
国
中

の
民
が
水
辺
で
娯
楽
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
奇
瑞
が
現
れ
、
昔
の
バ
ラ
モ
ン
夫
婦
が

鬼
と
化
し
、
布
施
で
徳
を
積
ん
で
い
た
息
子
夫
婦
は
「
天
人
」・「
玉
女
」
と
な
り
、

空
を
飛
ん
で
い
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

右
に
注
目
さ
れ
た
い
の
は
、
布
施
で
積
ん
だ
徳
を
国
中
に
知
ら
し
め
た
の
は
「
三

月
三
日
」
と
い
う
所
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
日
に
つ
い
て
「
挙
国
人
民
皆
至
水
上

作
楽
歌
戯
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
三
月
三
日
の
舎
衛
城
の
水
辺
で
、
国
中
の
人
が
水

辺
に
集
い
、享
楽
に
ふ
け
っ
て
い
た
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。『
経
律
異
相
』
は
所

謂
「
偽
経
」
で
あ
る
が
、「
内
典
」
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
宝
唱
が
こ
の
節
を

編
む
際
に
、
お
そ
ら
く
「
上
巳
節
」
の
作
法
が
混
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
旧
時
大
陸
の
風
習
で
あ
る
「
上
巳
」
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た

時
に
、
宝
唱
が
『
経
律
異
相
』
の
編
纂
を
始
め
た
。
そ
の
中
で
、
布
施
の
大
切
さ
を

説
く
た
め
、
前
出
箇
所
に
、「
上
巳
」
の
風
習
を
取
り
入
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

後
、『
大
唐
西
域
記
』
が
『
経
律
異
相
』
と
共
に
日
本
に
渡
り
、
家
持
の
三
月
三
日
の

歌
の
解
釈
に
用
い
ら
れ
、
歌
学
書
に
継
承
さ
れ
、『
連
集
良
材
』
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

の
だ
ろ
う
。

『
連
集
良
材
』
は
名
前
の
通
り
、「
連
歌
」
を
巻
く
際
の
「
良
い
材
」
で
あ
る
た
め
、

一
種
の
連
歌
寄
合
書
の
性
格
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
項
目
本
文
の
拠
り
所
が
わ

か
っ
た
と
こ
ろ
で
、
実
際
に
こ
の
寄
合
を
用
い
て
巻
か
れ
た
連
歌
の
作
例
は
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。
他
の
連
歌
寄
合
書
を
確
認
す
る
と
、『
連
珠
合
璧
集
』
に
「
上
巳
」
に
つ

い
て
記
述
し
た
の
は
以
下
の
二
カ
所
で
あ
る
。

六　

時
節　

三
月
ト
ア
ラ
バ
、
い
や
お
ひ
と
も
い
ふ
。

春
の
く
れ　

夏
近
し　

三
日
月　

桃
の
杯　

山　

在
明　

さ
い
た
づ
ま
〈
若
草

の
名
也
〉　

高
野
山
（
傍
線
部
筆
者
）㉘
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廿
七　

神
祇　

巳
の
日
の
は
ら
へ
ト
ア
ラ
バ
、

人
が
た　

三
月　

す
ま
源　

舟
源　

山
陰　

海
づ
ら
同　

ひ
ぢ
か
さ
雨
同　

笠
も

と
り
あ
へ
ず
同　

又
な
き
風
同
源

し
ら
ざ
り
し
お
ほ
う
み
の
は
ら
へ
流
き
て
一
か
た
に
や
は
物
は
か
な
し
き
（
傍

線
部
筆
者
）㉙

「
神
祇
」
で
示
し
て
い
る
の
は
、
す
べ
て
『
源
氏
物
語
』
須
磨
の
巻
に
よ
る
も
の
で
、

寄
合
語
に
続
き
、
源
氏
の
歌
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、「
時
節
」
の
部
で
は
、「
桃
の

杯
」
が
見
え
る
も
の
の
『
連
集
良
材
』
で
示
す
よ
う
な
理
解
は
見
出
さ
れ
な
い
。

実
際
の
連
歌
作
例
も
『
源
氏
物
語
』
須
磨
の
巻
に
因
む
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

現
在
確
認
で
き
た
も
の
の
中
で
は
、
次
の
二
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

『
宝
徳
四
年
千
句㉚
』
の
第
二
「
何
道
」
で
は
、

う
け
よ
神　

け
ふ
は
巳
の
日
の　

夕
は
ら
へ　

宗
砌

な
を
こ
り
す
ま
に　

物
お
も
ふ
は
る　

専
順

「
巳
の
日
の
は
ら
へ
」
に
「
な
お
こ
り
す
ま

0

0

に
」
と
詠
ん
だ
。
ま
た
、『
美
濃
千
句㉛
』

第
一
「
何
舟
」
に
は
、

　

神
な
る
の
野
辺　

庵
は
お
そ
ろ
し 

宗
祇

袖
は
い
つ　

ひ
ち
笠
雨
の　

す
ま
の
郷 

専
順

宗
祇
句
の
「
神
」
に
対
し
、
専
順
が
「
ひ
ち
笠
雨
」
と
「
す
ま
の
郷
」
を
以
て
付
け

た
。
実
際
に
確
認
で
き
た
作
例
の
内
「
上
巳
」
の
寄
合
を
以
て
巻
か
れ
た
作
例
は
、

す
べ
て
「
源
氏
寄
合
」
を
踏
ま
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、「
上
日
」
の
「
三
国

相
伝
」
説
は
実
際
に
用
い
ら
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
連
歌
か
ら
派
生
し
た
俳

諧
で
も
「
寄
合
」
が
重
ん
じ
ら
れ
る
。『
連
集
良
材
』
の
名
前
を
想
起
さ
せ
る
安
政
五

年
（
一
八
五
八
）
序
の
『
俳
林
良
材
集32
』「
春
の
部
」
に
は
、「
上
巳
」「
巳
の
日
の
祓
」

「
須
磨
の
御
祓
」「
曲
水
宴
」
の
四
つ
の
項
目
が
立
て
ら
れ
、『
連
集
良
材
』
の
一
項
目

を
細
か
く
分
け
、記
述
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
最
も
注
目
す
べ
き
な
の
は
『
連
集
良
材
』

が
『
袖
中
抄
』
よ
り
継
承
し
た
「
上
日
」
の
「
三
国
相
伝
」
説
が
削
ら
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
つ
ま
り
、「
上
巳
」
と
い
う
寄
合
が
連
歌
か
ら
俳
諧
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
の
際
に

整
理
さ
れ
、「
不
適
切
」
な
寄
合
が
削
ぎ
落
と
さ
れ
た
事
を
推
測
で
き
る
。

結

以
上
で
は
、『
連
集
良
材
』
の
「
上
日
」
の
項
目
に
つ
い
て
、
述
べ
て
き
た
。
連
歌

は
和
歌
の
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
和
歌
の
作
法
等
は
連
歌
に

継
承
さ
れ
、
更
に
式
目
や
寄
合
等
の
縛
り
が
加
え
ら
れ
た
。
室
町
末
期
の
成
立
と
考

え
ら
れ
る
『
連
集
良
材
』
は
、
ど
の
よ
う
な
書
物
が
参
考
さ
れ
、
編
ま
れ
た
か
は
明

ら
か
で
は
な
い
が
、単
に
「
上
日
」
の
項
目
で
言
え
ば
、そ
の
構
成
は
歌
学
書
と
『
源

氏
物
語
』
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
前
半
は
「
偽
経
」
の
仏
典
と
通
説
の
「
類
書
」
を
組

み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
後
半
は
『
源
氏
物
語
』
に
対
す
る
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な

理
解
で
あ
る
。

ま
た
、
作
例
か
ら
見
て
も
、
前
半
の
記
述
に
沿
う
よ
う
な
作
例
は
確
認
で
き
な
い
。

一
方
、
後
半
の
源
氏
寄
合
に
因
ん
だ
作
例
は
数
多
く
存
す
る
。
中
世
末
期
に
連
歌
か

ら
俳
諧
へ
転
換
期
を
迎
え
、
こ
の
よ
う
な
一
般
の
認
識
と
一
線
を
画
す
よ
う
な
理
解

は
そ
の
際
に
削
ぎ
落
と
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
例
が
「
上
日
」
以
外
に

ど
れ
ほ
ど
見
ら
れ
る
か
は
、
考
察
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
こ
の
一
例
を
以
て

『
連
集
良
材
』の
成
書
姿
勢
を
考
え
る
に
は
危
う
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
今
後
も
そ
の
考

察
を
続
け
た
い
と
思
う
。

注①　
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
岩
波
書
店　

一
九
八
三
年　

pp.228

　

乾
安
代　
「『
連
集
良
材
』
お
ぼ
え
が
き
」　
『
室
町
芸
文
論
攷
』　

一
九
九
一
年　

pp.432

　

乾
安
代　
「『
連
集
良
材
』お
ぼ
え
が
き（
二
）」　
『
園
田
語
文
』　

一
九
九
一
年　

pp.41

　

島
津
忠
夫
先
生
古
稀
記
念
論
集
刊
行
会
編　
『
日
本
文
学
史
論
・
島
津
忠
夫
先
生
古
稀
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記
念
論
集
』　

世
界
思
想
社　

一
九
九
七
年　

pp.240

②　

早
稲
田
大
学
図
書
館　

古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス　

二
〇
一
二
年
月
一
〇
日
ア

ク
セ
ス

③　

諸
橋
轍
次
著　
『
大
漢
和
辞
典
』　

大
修
館
書
店　

一
九
九
〇
年

④　

黒
板
勝
美
編　
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
・
律
令
義
解
』　

吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
〇
年　

pp.341

⑤　

吉
川
美
春　
「
三
月
上
巳
の
祓
に
つ
い
て
」　
『
神
道
史
研
究
』　

五
一
巻　

三
・
四
号　

二
〇
〇
三
年　

pp.147

⑥　

鈴
木
利
一　
「
国
守
大
伴
家
持
の
上
巳
宴
歌
」　
『
国
文
学
論
叢
』　

竜
谷
大
学
国
文

学
会
出
版
部　
　

一
九
八
八
年　

pp.13

　

並
木
宏
衛
編　
『
万
葉
集
の
民
俗
学
』　

桜
楓
社　

一
九
九
三
年　

pp.8

⑦　

本
中
真　
「
古
代
曲
水
宴
遺
構
の
流
速
に
つ
い
て
」　
『
造
園
雑
誌
』　

社
団
法
人
日

本
造
園
学
会　

一
九
八
〇
年　

pp.25

　

中
根
金
作　
「
曲
水
考
」　
『
造
園
雑
誌
』　

社
団
法
人
日
本
造
園
学
会　

一
九
八
六
年　

pp.246

　

吉
田
恵
二　
「
日
本
古
代
庭
園
遺
跡
と
曲
水
宴
」　
『
国
学
院
雑
誌
』　

国
学
院
大
学
出

版
部　

一
九
九
九
年　

pp.110

⑧　
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
・
第
５
８
９
冊
』　

臺
灣
商
務
印
書
館　

一
九
八
三
年　

pp.21

⑨　

小
島
憲
之
校
註　
『
日
本
古
典
文
学
大
系　

六
九
』　

岩
波
書
店　

一
九
六
四
年　

pp.98

⑩　

注
⑨
前
掲
書　

pp.120

⑪　

注
⑨
前
掲
書　

pp.125

⑫　

川
口
久
雄
校
注　
『
日
本
古
典
文
学
大
系　

七
二
』　

岩
波
書
店　

一
九
八
五
年　

pp.375

⑬　

伊
藤
正
義
・
黒
田
彰
編
著　
『
和
漢
朗
詠
集
古
注
釈
集
成
一
』　

大
学
堂
書
店　

一
九
八
九
年　

pp.19

⑭　

中
野
幸
一
編　
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

一
四
』　

小
学
館　

二
〇
〇
四
年　

pp.391

⑮　

注
⑭
前
掲
書　

pp.403

⑯　

中
野
幸
一
編　
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

一
五
』　

小
学
館　

二
〇
〇
四
年　

pp.74

⑰　

阿
部
秋
生
ほ
か
編　
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

二
一
』　

小
学
館　

二
〇
〇
六

年　

pp.217

⑱　

小
島
憲
之
ほ
か
校
注　
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集　

九
』　

小
学
館　

一
九
九
六

年　

pp.185

⑲　

注
⑱
前
掲
書　

pp.299

⑳　

久
曽
神
昇
編　
『
日
本
歌
学
大
系
別
巻
一
』　

風
間
書
房　

一
九
五
九
年　

pp.184

㉑　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経　

五
四
』　

大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会　

一
九
七
七
年　

pp.313

㉒　

橋
本
不
美
男
・
後
藤
祥
子
著　
『
袖
中
抄
の
校
本
と
研
究
』　

笠
間
書
院　

一
九
八
五

年　

pp.66

㉓　

注
㉒
前
掲
書　

pp.69

㉔　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経　

五
一
』　

大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会　

一
九
六
〇
年　

pp.877

㉕　

注
㉔
前
掲
書　

pp.892

㉖　

劉
守
華　
「
佛
典
譬
喩
経
與
中
国
民
間
故
事
」　
『
中
国
民
間
文
芸
学
年
鑑
』　

華
中

師
範
大
学　

二
〇
一
〇
年　

pp.91

　

蒋
述
卓　
「『
経
律
異
相
』
対
梁
陳
隋
唐
小
説
の
影
響
」　
『
中
国
比
較
文
学
』　

一
九
九
六
年　

pp.71

　

劉
守
華　
「
従
『
経
律
異
相
』
看
佛
経
故
事
対
中
国
民
間
故
事
的
浸
透
」　
『
佛
学
研
究
』　

華
中
師
範
大
学　

一
九
九
八
年　

pp.188

㉗　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経　

五
三
』　

大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会　

一
九
六
〇
年　

pp.217

㉘　

木
藤
才
蔵
校
注　
『
中
世
の
文
学・連
歌
論
集
』　

三
弥
井
書
店　

一
九
七
二
年　

pp.42

㉙　

注
㉘
前
掲
書　

pp.149

㉚　

高
橋
喜
一
ほ
か
編　
『
古
典
文
庫　

四
一
三
』　

古
典
文
庫　

一
九
八
一
年　

pp.29

㉛　

鶴
崎
裕
雄
編　
『
古
典
文
庫　

四
三
一
』　

古
典
文
庫　

一
九
八
二
年　

pp.13
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立
命
館
大
学　

ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
所
蔵
「
桜
井
文
庫
」　
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